
【国指定・重要文化財（建造物）】

に か い ど う け じ ゅ う た く

二階堂家住宅

おもて なかえ

■ 所在地 肝属郡肝付町新富５５９５

■ 所有者 個人

■ 特 徴

肝付町にある二階堂家住宅は，鹿児島で特徴的な二棟づくりの家です。建築年代ははっ

きりしませんが，文化７（１８１０）年ごろ建てられたといわれています。特徴としては茅葺（かやぶ

き）であること，「おもて」の縁側は南面して棟は東西に，「なかえ」の棟は南北にと，直角に交

わった雁行型に配し，樋（とい）で接した寄棟造であることなどがあげられます。美しい茅葺の

屋根や，風格のある武家門などとともに，江戸時代の武士の住居の面影（おもかげ）をよく残

しています。

昭和50年６月23日指定

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCI_Lr4GHm8gCFSGupgodfkML7Q&url=http://plusmaker.jugem.jp/?month%3D201306&psig=AFQjCNFoLMhBr3iAToslCw1-MWLdEuuuVg&ust=1443575195186837

